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中
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幣
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理
論
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・
・
・
:
:
;
:
師
団
主
主
一
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藤
一
郎

日
本
に
於
げ
る
金
矯
替
本
位
制
の
潅
館
空
主
主
松
岡
孝
児

高
民
経
糟
皐
と
囲
民
経
済
串
・
・
-
-
-
空
調
阜
で
主
白
杉
庄
一
郎

兜
九

設

場+
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モ
ー
ル
ト
ン
の
運
輸
統
制
論
・
・
:
・
:
:
・
・
糊
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吉

川

貫

二

所
得
税
に
闘
す
る
若
干
の
問
題

F
-

一
極
端
情
畢
土
柏
井
象
雄

新
着
外
国
経
済
雑
誌
主
要
論
題



号

i議

我
、
か
闘
に
於
げ
る
地
震

e

保

険

島

日
巨ヨ

二た

げ
ハ
ド

白
封

一

閣
京
大
崎
氏
火
災
伝
動
機
と
し
て
、

地
渓
保
険
な
る
ち
の
冶
必
要
U
J
痛
成
十
二
「
つ
れ
た
が
‘
そ
の
ふ
児
施
上
の
能
古
購

易
に
つ
い
て
、
調
査
研
究
を
要
す
る
所
あ
っ
た
い
か
た
め
、
具
躍
的
の
許
却
を
見
る
に
歪
ら
な
か
っ
た
。
然
る
に
、

こ
の
度
、
商
工
省
保
険
部
に
於
て
、
ぞ
の
基
礎
調
査
が
完
了
し
、
具
盟
的
に
地
震
保
険
法
草
案
が
作
成
せ
ら
る
〉

ま
で
に
至
っ
た
こ
と
は
、
淘
に
、
我
が
園
民
経
掛
生
活
の
安
定
に
貢
献
す
る
所
の
施
設
と
し
て
、
喜
ば
し
い
事
柄

で
あ
る
。

い
ま
、
ぞ
の
公
に
殺
表
せ
ら
れ
た
る
所
に
従
ひ
、
そ
の
大
綱
を
漣
ぷ
れ
ば
、
こ
の
地
震
保
険
は
、
動
産
不
動
産

に
つ
き
、
地
震
に
原
因
す
る
火
災
、
倒
壊
、
破
損
、
涜
失
の
た
め
生
じ
七
る
損
害
を
填
補
す
る
の
で
あ
っ
て
、
政

府
に
於
て
元
受
を
な
す
所
の
園
管
保
胞
と
し
て
こ
れ
を
行
ふ
の
で
あ
る
が
、
併
し
、
民
管
た
る
火
災
保
険
業
者
の

締
結
し
た
る
火
災
保
険
契
約
に
、
強
制
的
に
附
帯
せ
し
な
る
一
種
の
強
制
保
険
と
し
て
行
ふ
の
で
あ
り
、
動
産
と

我
が
岡
に
於
げ
る
地
震
保
険

第
凶
十
一
巻

ノ、

七

第
五
時
現

丸



戎
が
闘
に
於
げ
る
地
震
保
険

第
凶
十
一
巻

ー』

ノ、

八

第
五
務

四
O 

不
動
産
と
を
分
っ
て
、
各
ミ
一
件
の
最
高
保
険
金
額
は
三
千
固
に
限
定
し
、
そ
の
保
険
料
は
一
千
闘
に
つ
き
一
ヶ

年
凡
そ
二
十
銭
程
度

E
す
る

k
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
い
づ
れ
、
そ
の
詳
細
な
ろ
構
造
は
、
近
く
緩
表
せ
ら
れ
る
こ

と
〉
川
山
ふ
が
、
公
の
印
刷
物
に
於
て
公
表
せ
ら
れ
た
る
所
に
よ
り
、
そ
の
基
礎
構
造
に
紹
介
す
れ
ば
、
大
躍
、
右

の
如
き
も
の
で
め
る
。

-
E
R
?
-
k
'コ
'
L
U
U
1
1
d
u
-
-
~
4
E
Lい
り
う
つ
工
〉
J
-
h
日
比
過
つ

1

3
り

f
t
よ
〈
、

羽
山
司
十
五

'
t
c
J
e
J川
仁
一
Y

p

h

M
「
ト
ト

4
1
i
H
R
H
F
。
一
じ
、
1
rし
3
U
A
H作
J
1
1
P
R
l
ル
n-r
じ
，
》
t

j

一

;
;
r
4
1

3
P町

f
剛
院

健
康
に
も
及

ぶ
も
の
な
る
は
ヲ
一
ロ
ム
ま
で
も
な
い
。
併
し
、
ぞ
れ
ら
は
、
生
命
保
険
、
傷
害
保
険
、
健
康
保
険
に
於
て
取
扱
ふ
所

で
あ
っ
て
、
普
通
に
地
震
保
険
と
い
ふ
も
の
は
、
地
震
に
よ
る
財
産
上
の
損
害
を
填
補
す
る
を
目
的
と
す
る
も
の

で
め
る
。
す
な
は
ち
、
財
産
保
肱
と
し
て
地
震
保
険
で
あ
る
。

然
る
に
、
財
産
保
険
と
し
て
の
地
震
保
険
は
、
従
来
、
殆
ん
ど
不
可
能
な
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
て
居
つ
に
。
そ

の
主
た
る
理
由
と
し
て
は
、
先
づ
五
つ
の
も
の
が
あ
る
。
す
な
は
ち
、
(
一
)
地
震
な
る
も
の
は
、
そ
の
後
生
の
規

律
性
が
見
出
さ
れ
て
居
ら
な
い
か
ら
、
保
険
料
率
の
算
定
の
基
礎
を
敏
く
こ
と
、
(
二
)
般
に
地
震
保
険
を
貴
行
す

る
と
し
て
も
、
地
震
は
、
長
年
月
の
問
、
藤
田
生
を
見
な
い
こ
と
が
め
る
か
ら
、
加
入
者
は
、
喉
元
過
炉
、
、
れ
ば
熱
き

を
忘
れ
、
次
第
に
地
震
保
険
の
必
要
を
忘
却
し
て
脱
退
す
る
も
の
繭
出
し
、
保
険
料
耽
入
の
減
少
が
、
こ
の
保
険

を
不
成
功
に
導
く
こ
と
、
(
三
)
地
震
は
、
従
来
の
歴
史
に
見
で
、
度
ミ
礎
生
し
た
地
方
と
、
殆
ん
ど
殺
生
し
て
居

な
い
地
方
と
が
め
る
か
ら
、
加
入
者
一
か
殺
生
可
能
地
方
に
偏
在
す
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
、
(
四
)
而
も
、
地
震
が
接



生
ず
れ
ば
、
そ
の
損
害
の
及
ぶ
所
、
住
ん
吋
、

一
地
方
全
憧
を
壊
滅
に
蹄
す
る
に
至
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら

を
考
慮
す
れ
ば
、
そ
の
保
険
料
は
甚
だ
高
率
の
色
の
と
な
ら
ゴ
る
を
得
。
さ
る
こ
と
、
(
五
)
左
様
な
高
率
保
険
料
に

於
て
は
、
加
入
者
は
頗
る
少
数
に
止
ま
る
こ
と
。
大
瞳
こ
れ
ら
の
理
由
に
よ
っ
て
地
震
保
険
は
、
樹
立
の
事
業
・
と

し
て
成
立
不
可
能
で
あ
る
と
い
は
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。

併
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
理
由
は
、

い
づ
れ
色
、
地
震
保
険
な
る
色
の
を
、
自
由
契
約
に
よ
り
品
目
利
民
業
と
し

て
行
ふ
こ
と
舎
前
提
と
し
て
見
た
る
志
の
で
あ
る
。
こ
の
前
提
を
改
め
て
問
題
を
見
直
す
な
ら
ば
、
結
論
は
自
ら

旦
一
ら
さ
る
含
制
作
な
い
で
あ
ら
う
。

冗
-
京
、
街
害
保
険
の
近
代
に
於
げ
る
殺
意
は
、
白
巾
契
約
に
よ
る
符
利
民
業
と
し

τ行
峠
る
〉
こ
L
」
に
よ
っ

τ

こ
れ
を
見
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
損
害
保
険
に
闘
す
る
プ
リ
ン
シ
プ

Y
は
、
殆
ん

E
総
て
、
こ
の
自
由
契
約
と

替
利
民
業
と
の
二
つ
一
の
建
前
の
下
に
生
れ
た
志
の
で
あ
る
。
ぞ
し
て
、
と
れ
ら
の
プ

p
ン
ジ
プ

Y
を
金
科
玉
僚
と

す
る
限
り
、
地
震
保
険
は
前
掲
五
つ
の
理
由
に
よ
っ
て
、
そ
の
貫
行
は
不
可
能
と
せ
ら
れ
る
。

然
る
に
、
保
険
な
る
も
の
は
、
自
由
契
約
の
下
に
、
管
利
民
業
と
し
て
盆
ミ
磯
超
す
る
と
共
に
、
克
に
ま
に
、

岡
管
と
し
て
も
後
遺
の
傾
向
を
表
は
し
、
そ
の
岡
管
の
下
に
あ
っ
て
も
、
強
制
制
度
と
し
て
行
は
る
』
傾
向
を
も

示
し
つ
h

あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
園
管
而
・
ち
そ
の
強
制
と
い
ふ
こ
と
は
、
従
前
の
保
険
の
プ

9
ン
ジ
プ

Y
に
ょ
っ

て
制
限
せ
ら
れ
た
桂
椅
を
打
破
し
て
、
保
険
の
賀
行
可
能
範
園
を
頗
る
構
大
す
る
こ
と
〉
な
っ
た
。

岡
管
と
い
ふ
こ
と
は
‘
岡
家
の
永
遠
な
る
存
在
に
よ
っ
て
、
保
険
に
於
て
は
、
ぞ
の
成
立
の
根
本
的
保
件
と
見

我
が
闘
に
於
一
り
る
地
震
保
険

第
四
十
一
巻

ノ、

九

第
五
披

四



我
が
闘
に
於
げ
る
地
震
保
険

第
間
十
一
巻

六
四

O

第
五
披

I羽

倣
さ
れ
て
居
る
所
の

(
保
険
料
t

ど
保
険
金
と
の
拙
瞳
に
於
げ
る
均
衡
〉
と
い
ふ
プ
リ
ン
シ
プ

Y
を
、
永
年
仁
一
旦
る

時
間
的
基
礎
に
於
て
、
構
大
し
て
趨
用
す
る
こ
と
を
可
能
な
ら
し

U
る
も
の
で
あ
り
、
強
制
と
い
ふ
こ
と
は
、
支

に
こ
の

《
均
衡
》

の
プ
リ
ン
シ
プ

Y
を
、
異
時
的
基
礎
に
求
か
る
の
必
要
を
軽
減
し
て
、
こ
れ
を
立
ち
所
に
同
時

的
基
礎
に
於
て
そ
の
適
用
を
可
能
な
ら
し
む
る

A
の
で
あ
る
。
ぞ
れ
の
み
な
ら
争
、
こ
の
闘
管
に
於
け
る
無
限
の

4
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し
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、
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険
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険
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と
の
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曜
に
於
け
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衡
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ふ
プ
リ
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シ
プ

Y
そ
の
も
の
を
必
や
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仏
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U
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E
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f
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u
v
l
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す
な
は
ち
、
保
険
な
る
も
の
は
、
管
利
民
業
と
し
て
こ
れ
を
行
ふ
場
合
に
は
、
ぞ
の
保
険
料
牧
入
の
組
韓
併
}
以

て
、
そ
の
支
排
ふ
べ
き
保
険
金
の
綿
腫
を
過
不
足
な
〈
支
掛
ひ
得
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
保
険
料
の
綿
臨
を
以
て
保

険
金
の
組
瞳
を
支
排
ひ
得
な
い
ゃ
う
で
は
、
そ
れ
は
管
利
民
業
と
し
て
は
、
成
り
立
ち
得
な
い
。
そ
こ
で
、
品
目
利

民
業
と
し
て
の
保
険
に
於
て
は
、
前
迅
の
如
〈
、

《
保
険
料
と
保
険
金
と
の
組
瞳
に
於
け
る
均
衡
}
と
い
ふ
こ
と

が
、
根
本
的
な
プ

P
ン
ジ
.
7
Y
と
な
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の

《
均
衡
)

の
プ

9
ン
ジ
プ

Y
は
、
二
つ
の
健
件
が
備
は
っ
て
、
初
め
て
賓
現
し
得
ら
れ
る
所
で

あ
る
。
そ
の
一
つ
は
、
そ
の
保
険
の
目
的
と
す
る
所
の
保
険
事
件
の
後
生
に
つ
い
て
、
規
律
性
が
見
出
さ
れ
る
こ

と
で
あ
り
、
そ
の
こ
は
、

そ
の
規
律
性
が
貨
現
し
得
る
程
度
に
ま
で
、
多
数
の
加
入
者
が
集
め
得
ら
れ
る
こ
と
で

め
る
。
第
一
の
保
件
は
、
胞
ナ
術
の
進
歩
に
侯
つ
の
外
は
な
い
。
第
二
の
健
件
に
つ
い
て
は
、
縦
ひ
第
一
の
僚
件
が

具
つ
で
も
、
自
由
契
約
の
下
に
保
険
が
傍
ま
れ
る
と
き
は
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
困
難
が
夏
に
植
っ
て
居
る
。
す
な



は
ち
、
自
由
契
約
の
場
合
に
は
、
そ
の
保
険
に
加
入
す
と
否
と
は
、
も
と
よ
り
各
人
の
随
意
で
ゐ
る
。
従
っ
て
、

或
は
そ
の
保
険
に
謝
し
て
必
要
を
認
め
ぎ
る
た
め
、
或
は
、
そ
の
必
要
に
卦
し
て
無
智
な
る
が
た
め
‘
或
は
、
戚

情
的
嫌
悪
の
た
め
、
ま
た
或
は
、
保
険
料
負
櫓
に
耐
え
ま
る
，
か
た
め
な
ど
に
よ
り
て
、
保
険
に
加
入
し
な
い
患
の

-6
多
数
に
あ
り
得
る
諜
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
ゑ
に
、
或
る
事
柄
を
保
険
事
件
と
す
る
所
の
保
険
を
賞
行
す
る
と
し
て

も
?
そ
れ
に
加
入
す
る
も
の
が
、
そ
の
貴
行
を
可
能
な
ら
し
め
る
程
度
の
数
に
蓬
し
な
い
こ
と
も
あ
る
。
か
く
て

は
、
如
何
に
保
険
事
件
の
規
律
性
が
見
出
3
れ
て
居
つ
で
も
、
加
入
者
過
少
の
允
め
に
、
均
衡
の
プ
司
ノ
ン
シ
プ

y

一
炉
行
は
る
こ
と
が
出
来
十
、
そ
の
た
め
に
、
そ
の
保
険
は
成
立
す
る
こ
と
が
出
来
な
〈
な
る
。

-
ん唱努め
υ
U
U
-
4
4
ι
l
r
l

、、F4しν
 

時
柏
町
衡
加
は
、
保
険
一
か
u

闘
借
関
制
と
し
て
桁
は
る
冶
左
京
は

h

ー、ga
E

ノ
r

・u
E

一
』
司

'
t
f
o
、寸、

多
数
mw
加
λ

者
b
z
集
め
得
る
こ
と
〉
な
る
か
ら
、
同
時
的
に
直
ち
に
、

一
ー
奉
に
集
め
得
る
所
の
加
入
者
の
致
で
は
、
未
だ
不
十
分
で
あ
る
に
し
て
も
、
こ
の
《
均
衡
》
は
、
必
守
し
も
同

{
均
衡
}
の
原
則
が
働
き
得
る
乙
と
〉
な
る
。
慌
に
、

時
的
に
行
は
る
、
こ
と
を
必
要
と
す
る
も
の
で
は
な
〈
、
永
年
に
亘
っ
て
、

《
均
衡
)
を
得
る
こ
と
を
以
て
も
、

足
る
の
で
あ
る
か
ら
、
困
替
の
下
に
、
永
久
的
に
そ
の
保
険
が
行
は
れ
得
る
こ
と
に
よ
っ
て
‘
異
時
的
《
均
衡
}

に
よ
っ
て
、
こ
の
プ

9
ン
h
y

プ
ペ
か
、
や
は
り
行
は
れ
得
る
こ
と
〉
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
賄
に
於
て
、
岡
管
強

制
は
、
轡
利
民
業
に
於
て
不
可
能
と
見
倣
さ
る
る
所
を
可
能
な
ら
し
め
る
。

《
均
衡
》

の
プ

9
シ
ジ
プ

Y
に
於
て
要
求
せ
ら
あ
冶
保
険
事
件
の
殺
生
に
於
け
石
規
律
性
の
後
見
i

と
い
ふ
こ
左

は
、
圃
轡
強
制
そ
の
色
の
に
於
て
、
こ
れ
を
可
能
な
ら
し
め
る
も
の
で
は
な
い
。
併
し
、
殆
ん
ど
無
限
と
色
見
倣

我
が
岡
崎
日
於
げ
る
地
震
保
険

第
四
十
一
巻

六
四

第
五
時
制

四



我
が
闘
に
於
り
る
地
震
保
険

第
四
十
一
巻

，、
四

第
五
披

pg 
四

さ
る
、
所
の
園
家
の
財
的
信
用
は
、
保
険
事
件
の
規
律
性
が
酷
味
見
せ
ら
れ
て
居
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
惹
き
起
す
で

あ
ら
う
所
の
《
不
均
衡
》
を
、
そ
の
貫
現
の
場
合
に
於
て
補
填
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
換
言
す
れ
ば
、
保
肱
事
件
が

後
生
し
た
場
合
に
於
て
、
保
険
料
の
集
積
を
以
て
保
険
金
の
支
掛
に
不
足
を
生
す
る
こ
と
冶
な
っ
た
場
A
口
に
、
替

利
民
業
な
ら
ば
、

ぞ
れ
に
よ
っ
て
破
産
す
る
こ
と
〉
な
る
の
外
な
い
の
で
あ
り
、
従
っ
て
、
そ
の
懸
念
の
た
め

仁
.
初
め
か
ら
、
左
様
な
保
険
の
成
立
を
不
可
能
な
ら
し
め
る
こ
と
ヨ
な
石
の
で
あ
る
。
然
る
仁
、
岡
管
の
揚
合

~ j: 

h
y
h

喜
一
不
足
ん
ど
補
ふ
資
源
の
如
一
号
、
は
.
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wm
議
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則

M
間

信

昨

片

σdFに
川
駅

τ剖
伊
達
す
る
こ
v
と
か
樋
冶
て
宿
日
朝
で

あ
り
、
ま
に
、
そ
れ
ゆ
ゑ
に
初
め
よ
り
、
こ
の
勅
に
闘
す
る
懸
念
を
伴
ふ
こ
と
な
く
、
そ
の
保
険
を
成
立
せ
し
め

得
る
の
で
あ
る
。

か
く
の
如
き
次
第
で
あ
る
か
ら
、
園
管
強
制
の
下
に
於
て
は
、

《
均
衡
》
の
プ
ヲ
ン
ジ
プ

Y
は
、
そ
の
要
な
き

も
の
と
見
て
も
よ
く
、
或
は
、
寧
ろ
、
ム
初
め
よ
り
具
は
れ
る
も
の
と
見
て
も
よ
レ
こ
と
〉
な
る
。

• 

こ
れ
を
地
震
保
険
な
る
も
の
に
つ
い
て
見
る
に
、
そ
の
不
可
能
の
理
固
と
し
て
拳
げ
ら
れ
た
る
所
の
、
地
震
殺

生
の
規
律
性
が
見
出
3
れ
て
居
ら
な
い
と
い
ふ
、
笹
利
民
業
と
し
て
は
、
決
定
的
な
否
定
根
接
た
る
も
の
は
、
こ

れ
を
園
替
強
制
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
克
服
せ
ら
れ
る
こ
と
う
な
る
も
の
で
あ
り
、
ま
に
、
加
入
者
の
偏
在
弛

び
仁
漸
減
に
よ
る
保
険
料
放
入
の
不
足
よ
り
来
る
成
立
困
難
の
原
因
も
、
亦
こ
の
園
替
強
制
に
よ
っ
て
、
こ
れ
を

排
除
す
る
こ
と
を
得
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
加
入
者
の
偏
在
と
漸
減
と
に
閥
聯
す
る
所
の
保
険
料
の
高
率



と
い
ふ
こ
と
も
、
避
け
得
る
こ
と
〉
な
る
の
で
あ
り
、
要
す
る
に
、
岡
管
強
制
に
よ
っ
て
、
地
震
保
険
な
る
色
の

は
、
賀
行
可
能
の
も
の
と
な
る
を
得
る
の
で
あ
る
。

然
ら
ば
、
こ
れ
を
如
何
な
る
方
法
に
よ
っ
て
、
宣
行
す
る
か
?

商
工
省
案
に
於
て
は
、
動
産
不
動
産
に
つ
き
、

火
災
保
脆
業
者
の
締
結
し
た
る
火
災
保
険
契
約
に
、
強
制
的
に
、
岡
管
の
地
震
保
険
を
附
帯
せ
し
む
る
の
で
あ
る
。

す
な
は
ち
、
こ
の
地
震
保
険
は
、
政
府
が
元
受
を
す
る
所
の
岡
替
と
し
て
行
ふ
の
で
め
る
が
、
そ
の
取
扱
ひ
は
、
民
間

の
火
災
保
険
業
者
が
、
こ
れ
に
嘗
り
、
そ
の
締
結
す
る
所
の
火
災
保
険
契
約
に
は
、
必
十
、
岡
管
の
地
震
保
険
を

附
帯
せ
し
め
る
の
で
あ
る
。
こ
の
火
災
保
険
業
者
の
締
結
す
る
火
災
保
険
契
約
に
、

必
中
、

地
震
保
険
ど
附
帯
せ

じ
な
る
所
に
、

こ
の
地
震
保
険
の
強
制
ド
め
る
の
で
み
る
。

ぞ
れ

デ
エ
リ

L
由
工
主
主
}
二
コ
ワ
手
投
「
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h
J
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t

〈
「
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火
災
保
険
契
約
に
強
制
的
に
地
震
保
険
を
附
帯
せ
し
む
る
の
で
め
る
か
ら
、
こ
の
強
制
は
、
こ
の
地
震
保
険
法

が
寅
施
せ
ら
れ
る
地
域
内
の
、
あ
ら
ゆ
る
動
産
不
動
産
に
趨
用
せ
ら
れ
る
の
で
は
な
〈
、
そ
の
中
に
於
て
、
火
災

保
険
業
者
と
火
災
保
険
契
約
を
締
結
し
た
る
色
の
だ
け
に
強
制
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
何
ぴ
と
色
、
自

己
の
動
産
不
動
産
診
、
火
災
保
険
に
附
け
る
か
附
け
な
い
か
と
い
ふ
こ
と
に
つ
い
て
は
、
強
制
を
受
け
て
居
る
の

で
は
な
〈
、
商
工
省
案
の
地
震
保
険
法
に
於
て
色
、
こ
の
軸
を
強
制
せ
ん
と
し
て
居
る
の
で
は
な
い
。
従
っ
て
、

火
災
保
険
に
附
け
る
か
附
け
な
い
か
は
各
人
の
自
由
で
め
る
け
れ
ど
も
、
荷
も
火
災
保
険
に
つ
け
る
以
上
は
、
ぞ

の
火
災
保
険
戸
は
、
園
替
の
地
震
保
険
炉
、
強
制
的
に
附
帯
せ
ら
れ
る
と
い
ふ
の
で
み
る
。

従
っ
て
、
火
災
保
険
の
保
険
契
約
者
が
こ
の
強
制
を
受
け
る
と
共
に
、
火
災
保
険
業
者
色
、
こ
の
彊
制
伝
受
け

我
が
岡
崎
に
於
げ
る
地
震
保
険

第
四
十
一
巻

第
五
務

四
豆



我
が
聞
に
於
げ
る
地
震
保
険

第
四
十
一
巻

犬
四
四

第
五
就

四
六

る
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
火
災
保
険
の
保
険
契
約
者
は
、
岡
管
の
地
震
保
険
が
そ
れ
に
自
働
的
に
附
帯
せ
ら

れ
、
ぞ
れ
に
劃
し
て
固
定
の
地
震
保
険
料
を
支
排
ふ
と
い
ふ
義
務
を
負
ひ
、
火
災
保
険
業
者
は
、
そ
の
締
結
す
る

所
の
各
火
災
保
険
契
約
に
は
、
必
中
岡
替
の
地
震
保
険
の
取
扱
ひ
を
な
し
、
そ
の
岡
管
保
除
料
を
徹
集
し
、
軒
算

し
て
、

こ
れ
そ
政
府
に
納
付
す
る
の
義
務
を
負
携
す
る
の
で
め
る
。

我
が
岡
に
於
て
は
、
今
日
、

不
動
産
火
災
保
険
特
に
家
屋
火
災
保
険
は
、
頗
る
普
及
桜
遣
し
て
居
る
か
ら
、
如

何

百》

H司
用車

如
何.

7ふ
〆:~

t也.
方

も

陥-
lまP

fj' 
き
減ー

し

居

申E

山
間
船
島
の
僻
地
を
除
い

τは
b

大
樫
、
人
生

岡
的
に
普
遍
し
て
居
る
と
見
て
も
よ
い
で
あ
ら
う
。
ぞ
れ
ゆ
ゑ
仁
、
不
動
産
火
災
保
険
に
強
制
的
に
附
帯
せ
し
む

る
左
き
は
、
地
震
保
険
が
地
方
的
に
偏
寄
す
る
の
鮮
を
、
先
づ
完
全
に
防
ぐ
こ
と
が
出
来
る
と
昆
て
よ
い
。
こ
の

動
に
於
て
、
民
替
の
任
意
保
険
と
し
て
は
、
成
立
す
る
こ
と
を
得
な
い
地
震
保
険
を
、
こ
の
園
管
強
制
に
よ
っ
て

成
立
す
る
こ
と
を
符
し
む
る
の
で
あ
る
c

そ
し
て
、
こ
の
強
制
は
、
こ
の
地
震
保
険
訟
の
貫
施
せ
ら
れ
る
眠
り
、

時
間
的
に
も
永
績
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
地
震
保
険
の
如
き
を
任
意
保
険
左
し
て
行
ム
場
合
に
は
起
り
勝
も
な
る

加
入
者
脱
退
の
漸
増
と
い
ふ
こ
と
も
、
防
ぎ
得
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
鞘
に
於
て
も
、
任
意
保
険
と
し
て
は
成
立

し
得
な
い
地
震
保
険
な
る
色
の
を
、
園
替
強
制
に
よ
り
て
成
立
せ
し
め
得
る
の
で
あ
る
。

回

か
く
の
如

t
、
地
震
保
険
を
火
災
保
険
契
約
に
強
制
的
に
附
帯
せ
し
む
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
任
意
保
険
k
し
て

は
成
立
し
得

F
る
ぞ
れ
皆
、
成
立
せ
し
か
る
こ
と
冶
な
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
強
制
保
険
左
し
て



一
躍
反
省
し
て
置
か
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
が
あ
る
。
元
来
、
強
制
と
い
ふ
こ
と
の
倫
理
的
根
擦
は
、
被
強
制
者
に
と

っ
て
全
般
的
に
見
て
利
盆
で
あ
り
必
要
で
あ
る
事
柄
が
、
彼
等
の
任
意
に
放
置
し
て
置
い
て
は
成
り
立
た
な
い
と

き
に
、
こ
れ
を
強
制
の
下
に
行
ふ
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
成
り
立
ち
得
る
と
い
ふ
賭
に
あ
る
。
従
っ
て
強
制
の
利

金
は
、
杢
般
に
及
ぶ
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、

一
部
に
止
ま
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
地
震
保
険
の
強

制
と
い
ふ
こ
と
も
、
こ
れ
左
異
る
べ
き
道
理
は
な
い
。

い
ま
、
地
震
保
険
の
強
制
に
於
て
、
被
強
制
者
た
る
べ
き
も
の
は
、
地
震
に
よ
っ
て
財
産
上
の
損
害
を
蒙
る
の

可
能
あ
る
も
の
う
益
部
で
あ
る
。
開
制
の
倫
到
よ
り
言
へ
ば
、
荷
も
地
震
保
険
を
闘
倍
強
制
と
す
る
限
ち
は
、
地
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毒
之
一
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命
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d
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を
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法

2
L
t
k
r
uら
td
広
告

τ局
者
t

墜
に

火
災
保
険
の
契
約
者
だ
け
を
被
保
険
者
と
す
る
だ
け
で
は
、
菅
に
、
強
制
を
徹
底
せ
r
d

る
怨
み
あ
る
ば
か
り
で
は

な
く
、
火
災
保
険
契
約
を
締
結
せ

F
る
色
の
を
、
こ
の
保
険
の
利
益
の
外
に
置
く
こ
と
に
よ
っ
、
強
制
の
倫
理
に

副
は
な
い
所
が
出
来
て
来
る
。
或
は
、
火
災
保
険
は
任
意
で
あ
る
と
一
一
員
つ
で
も
、
こ
れ
に
加
入
し
な
い
も
の
は
、

自
己
の
財
産
上
の
利
誌
を
守
る
に
無
関
心
で
あ
り
、
そ
の
必
要
を
戚
じ
て
居
な
い
も
の
で
め
る
か
ら
、
そ
れ
ら
の

も
の
に
劃
し
て
は
、

地
震
保
険
の
思
惑
に
輿
ら
し
む
る
に
及
ば
な
い
と
い
ふ
考
へ
が
あ
る
か
ち
知
れ
な
い
。

併
し
な
が
ら
、
こ
れ
は
強
制
の
倫
理
的
根
擦
の
中
に
は
教
育
的
意
味
色
合
ま
れ
て
居
る
こ
と
を
忘
れ
た
る
考
へ

で
あ
る
。
被
強
制
者
に
と
り
て
、
杢
般
的
に
見
て
利
盆
で
あ
り
、
必
要
で
あ
る
事
柄
炉
、
彼
等
の
任
意
に
放
置
し

て
置
い
て
は
、
成
り
立
た
な
い
場
合
に
、
強
制
と
い
ふ
こ
と
の
倫
理
性
が
存
在
す
る
も
の
な
る
こ
と
は
、
前
に
述

戎
が
闘
に
於
げ
る
地
震
保
臨
時

噌
弔
問
十
一
品
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我
が
闘
に
於
げ
る
地
震
保
険

第
四
十
一
容

六
四
六

第
五
就

間
八.

ベ
た
る
が
如
〈
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
に
於
て
、
そ
れ
を
強
制
す
る
こ
と
は
、
次
第
に
、
被
強
制
者
を
し
て
、
そ

の
利
盆
と
そ
の
必
要
と
を
瞳
得
せ
し
な
る
こ
と
〉
な
る
の
で
あ
り
、
縦
ひ
、
こ
れ
ぞ
睦
科
す
る
に
至
ら
・
?
と
も
、

或
は
ま
た
、
被
強
制
者
の
主
観
的
自
賓
が
如
何
で
あ
る
に
か
冶
は
ら
子
、
ぞ
の
制
度
の
利
盆
の
恵
み
を
、
彼
等
を

し
て
一
様
ド
、
受
け
し
な
る
賄
に
、
強
制
の
意
義
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ゆ
ゑ
に
、
自
己
の
財
産
上
の
利
盆

を
守
る
に
無
闘
心
お
る
も
の
を
し
て
、
強
い
て
そ
の
利
益
を
守
ら
し
め
る
所
仁
強
制
の
倫
理
が
め
る
。
商
工
省
案

の
地
震
保
険
の
強
制

M
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沼
市

σJ
沼
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と
し

τは
這
憾
と

f
?芦
一
月
セ
冷
る
c

併
し
な
が
ら
、
こ
れ
は
理
想
で
あ
る
。
今
日
の
我
が
賞
情
に
於
て
、
地
震
保
険
を
賀
施
す
る
と
せ
ば
、
商
工
省

案
の
如
く
、
火
災
保
険
契
約
に
附
帯
す
る
こ

k
を
強
制
す
る
の
方
法
舎
と
る
こ
と
の
外
に
は
、
保
険
貫
施
の
技
術

上
よ
り
見
て
、
壇
賞
ほ
方
法
は
存
在
し
な
い
で
あ
ら
う
。
ゆ
ゑ
に
、
強
制
の
倫
理
に
は
多
少
副
は
ぎ
る
所
は
あ
る

げ
れ
E
も
、
賞
分
は
こ
れ
を
以

τ満
足
す
る
の
外
は
な
い
で
あ
ら
う
。

五

元
来
、
園
管
の
下
に
強
制
的
に
徴
集
せ
ら
れ
る
保
険
料
な
る
も
の
は
、
そ
の
性
質
に
於
て
租
枕
と
等
し
き
も
の

で
あ
る
。
特
殊
の
使
用
目
的
を
も
っ
所
の
租
税
と
見
て
も
よ
い
も
の
で
あ
る
。
ゆ
ゑ
に
、
地
震
保
険
の
強
制
岡
管

に
つ
い
て
は
、
今
回
の
商
工
省
案
の
如
き
も
の
う
外
に
更
に
一
案
が
あ
る
。
ぞ
れ
は
、
家
屋
に
闘
す
る
租
続
、
例

へ
ば
家
屋
枕
ま
七
は
戸
数
割
の
如
き
も
の
に
、
地
震
保
険
耽
|
|
名
和
は
如
何
や
う
に
あ
ら
う
と
も
ー
ー
を
附
加

す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
地
震
保
険
琉
は
、
特
別
命
日
計
た
る
地
震
保
険
の
た
め
に
積
立
て
ら
れ
、
地
震
に



よ
る
損
害
の
場
合
に
こ
れ
よ
り
保
険
金
を
支
出
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
闘
替
の
元
受
保
険
た
る
姑
に
於
て
、
今
回
の
商
工
省
案
と
費
り
は
な
い
が
、
火
災
保

険
と
闘
聯
せ
r
d

る
紺
と
、
従
っ
て
亦
、
火
災
保
険
に
附
し
あ
る
と
否
と
を
聞
は
子
、
会
困
の
家
屋
建
物
は
殆
ど
綿

て
が
、
こ
の
強
制
保
険
の
下
に
包
含
せ
ら
れ
る
鮪
主
、
保
険
業
者
に
め
ら
ゴ
る
市
町
村
役
場
に
於
て
保
険
事
務
の

取
扱
ひ
を
な
す
も
の
な
る
勅
と
に
於
て
、
そ
れ
と
異
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
‘
強
制
の
趣
旨
を
徹
底
す
る
こ
と
〉

も
な
り
、
そ
の
貼
に
於
て
は
、
商
工
省
案
に
優
る
も
の
と
言
ぴ
得
る
で
あ
ら
う
。

併
し
な
が
ら
、
保
検
事
務
の
取
扱
ひ
の
閣
情
迅
速
と
、
そ
の
鱈
費
の
少
さ
紺
に
於
て
は
、
市
町
村
役
場
の
取
扱

L
3
F
-
m
、
T
-
t
、

'
F
d

ペ
J

U
旬
句
ノ
h

』

'vplド

リ
i
、

混
同
m

保
険
業
者
の
収
扱
び
の
場
合
に
及
川
九
ぺ
く
ち
な
い
。
J
E
、凶唱、

『

U
μ
y
'
U
1

家
屋
に
摘
す
る
租
税
に
地

震
保
険
読
を
附
加
す
る
の
案
は
、
強
制
を
徹
底
し
得
る
を
特
徴
と
す
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
強
制
の
徹
底
は
、
家
屋

建
物
等
の
不
動
産
に
限
定
せ
ら
れ
、
動
産
に
及
び
得
な
い

h
の
で
あ
る
。
ゆ
ゑ
に
、
商
工
省
案
の
強
制
保
険
は
、

強
制
の
倫
理
の
姑
よ
り
見
て
、
若
干
、
遺
憾
の
描
な
き
に
し
も
あ
ら
十
で
あ
る
が
、
そ
の
園
滑
迅
速
な
る
貴
行
を

期
し
得
る
輸
に
於
て
、

動
産
を
も
保
険
に
附
し
符
る
賄
に
於

て
、
優
れ
た
る
所
あ
る
を
以
て
、
火
災
保
険
契
約
へ
の
強
制
附
帯
の
方
法
を
以
て
、
嘗
分
そ
の
賞
績
を
見
る
こ
と

経
費
が
割
合
少
く
て
漕
ひ
賄
に
於
て
、

誼
ぴ
に
、

が
、
今
日
の
場
合
に
於
て
は
趨
嘗
な
る
方
策
で
あ
ら
う
。

ー‘・，、

か
く
の
如
〈
、
地
震
保
険
な
る
も
の
は
、
商
工
省
案
の
如
く
、
園
管
強
制
の
制
度
を
以
て
す
れ
ば
、
任
意
保
険

我
が
固
に
於
り
る
地
震
保
険

第
四
十
一
巻

六
四
七

第
五
披

四
九



我
が
固
に
於
げ
畠
地
震
保
険

第
四
十
一
巻

大
四
八

第
五
披

五
O 

の
管
利
事
業
と
し
て
は
、
成
り
立
ち
得
、
吉
る
も
の
を
、
成
り
立
ち
得
し
む
る
こ
と
う
な
る
。
そ
し
て
、
前
述
の
如

〈
、
火
災
保
険
業
者
は
、
そ
の
締
結
す
る
所
の
各
火
災
保
険
に
附
帯
し
て
必
守
闘
傍
の
地
震
保
険
の
取
扱
ひ
?
な

さ
ね
ば
な
ら
ぬ
義
務
を
負
携
す
る
の
で
あ
る
が
、
併
し
商
工
省
案
に
於
て
は
、
動
産
不
動
産
と
も
に
、
各
ミ
一
件

に
つ
き
、
地
震
保
険
の
金
績
を
三
千
聞
に
限
定
し
、
火
災
保
険
契
約
の
保
険
金
額
が
三
千
園
以
下
な
る
場
令
に

は
.
ぞ
れ
と
同
額
に
於
て
保
険
金
簡
を
定
り
る
こ
左
に
な
っ
て
居
る
の
で
あ
る
。

h
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汀
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'
ω
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喧
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l
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ぇ
実
早
急
つ
沼
崎
勾
こ
だ
亡
、

-一
J
1ド

R
Uト
〆
し
オ
ゴ
一
一
喝
月
ι
J
Y

一J

果、

2
5貝バ
=
J
r
司
I
二、

4
1
凡
川
/
寸
d
事
、

7
-
-
;
同
行
ド
ル
t
f
F

倒
九
ぱ
一
宮
聞
で
あ
す
心
ド
ゆ
ら
ば
、
被
保
険

者
も
ゴ
一
千
闘
の
程
度
ま
で
地
震
保
険
令
附
け
る
義
務
が
あ
る

E
共
に
、
ゴ
一
千
園
以
上
は
こ
れ
を
附
け
る
こ
左
が
問

来
な

t
て
、
残
り
の
七
千
園
は
地
震
保
険
の
保
護
を
受
け
待
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
火
災
保
険
業
者
も
、
各
保
険

契
約
に
於
て
、
一
一
一
千
岡
ま
で
は
、
附
帯
取
扱
を
な
す
義
務
を
負
ふ
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
上
は
、
闘
借
地
震
保
険

の
取
扱
ひ
を
な
す
と
と
が
出
来
な
い
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
例
へ
ば
、
同
一
の
家
屋
に
つ
き
、
二
つ
以
上
の
舎
世

が
火
災
保
険
契
約
守
締
結
す
る
場
合
、
ぞ
れ
が
順
次
に
時
を
異
に
し
て
、
行
は
れ
る
と
き
に
は
、
岡
轡
地
震
保
険

は
、
最
も
先
に
締
結
せ
ら
れ
た
る
火
災
保
険
契
約
に
附
帯
す
る
こ
と
h

な
り
、
ぞ
れ
が
三
千
固
に
充

h
yる
揚
A口

に
は
次
の
契
約
に
於
て
、
そ
の
残
額
台
、
更
に
そ
れ
に
で
も
三
千
聞
に
充
だ
。
さ
る
と
き
は
、
ま
た
次
の
契
約
に
於

て
、
そ
の
蔑
閣
を
取
扱
ひ
、
三
千
闘
に
充
ち
た
る
と
き
を
以
て
格
る
こ
と
〉
な
る
。
併
し
な
が
ら
、
火
災
保
険
契

約
一
炉
、
同
一
の
目
的
に
つ
い
て
、
毅
倒
の
合
百
杜
と
同
時
に
締
結
せ
ら
れ
た
る
と
き
の
取
扱
ひ
は
、
こ
の
商
工
省
案

が
法
律
と
な
っ
た
と
き
に
、
細
則
を
以
て
定
め
ら
る
〉
の
外
は
な
い
。



商
工
省
案
に
於
て
ほ
、
前
遮
の
如
〈
、
火
災
保
険
契
約
に
強
制
的
に
附
帯
せ
ら
れ
る
制
度
で
あ
る
け
れ
ど
も
、

火
災
保
険
契
約
を
締
結
し
な
い
保
険
の
目
的
に
つ
い
て
は
、
杢
然
、
と
れ
を
、
こ
の
閑
舎
の
地
震
保
険
の
圏
外
に

置
く
と
い
ふ
も
の
で
も
な
い
。
や
は
り
そ
れ
も
、

三
千
闘
を
限
度
と
し
て
、
そ
の
取
扱
ひ
を
な
す
の
で
あ
る
。
併

し
、
こ
れ
は
、

勿
論
、

強
制
で
は
な
く
、

ぞ
，
、
噌
司
、

ーコ
c
ナ
i

そ
の
保
険
料
率
も
、
火
災
保
険
契
約
に
附
帯
す
る
も
の
よ
り

も
、
強
分
か
一
両
本
と
す
る
と
ド
ふ
こ
と
で
あ
る

J

そ
れ
は
、
そ
れ
の
み
に
特
に
手
数
十
}
要
す
る
か
ら
で
あ
る
。

併
し
、
商
工
省
案
に
於
て
は
、

一
件
二
一
千
回
以
上
の
地
震
保
険
は
、
全
〈
取
扱
は
な
い
こ
と
に
な
っ
て
居
る
。

尤
色
、

商
工
省
案
は
、

地
袋
保
険
な
る
も
の
念
、

岡
管
問
占
と
す
る
の
仕
組
で
は
な
い
か
ら
、

被
イ呆
険
者
は

h
l

到
な
胞
過

r
る
も
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，
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}
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る
も
の
で
は
な
い
。

商
工
省
案
の
一
件
三
千
固
と
い
ふ
限
度
は
、
保
険
償
額
三
千
回
の
も
の
に
は
、
保
険
令
額
三
千
回
を
附
け
得
る

の
意
味
で
あ

J

る
。
す
な
は
ち
、
奈
額
保
険
と
し
て
の
三
千
回
が
限
度
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
道
徳
的
危

険
を
少
か
ら
し
か
る
た
め
に
、
地
震
保
険
に
於
て
は
金
額
保
険
を
認
め
な
い
こ
l
し
〉
し
て
、
海
上
保
険
に
於
け
る

衝
突
燦
項
の
如
〈
に
、
四
分
三
若
し
く
は
三
分
三
を
以
て
限
度
と
す
る
が
よ
い
と
い
ふ
読
が
あ
る
。
そ
れ
は
地
震

の
場
合
に
、
三
千
回
全
額
保
険
と
す
れ
ば
、
特
に
動
産
保
険
の
場
合
な
ど
に
於
て
は
、
借
家
住
の
被
保
険
者
の
如

き
、
火
災
に
到
す
る
深
防
的
注
意
を
怠
り
、
ま
に
は
故
意
に
火
災
危
険
を
防
止
す
る
手
段
を
と
ら
な
か
っ
た
り
し

て
、
火
災
を
誘
一
接
す
る
危
険
を
多
か
ら
し
む
る
と
い
ふ
の
で
あ
る
、
こ
れ
は
向
に
尤
も
な
説
で
あ
る
。
私
も
一
臆

我
が
固
に
於
げ
る
地
震
保
険

第
四
十
一
巻

宍
四
九

第
五
披

五



我
が
闘
に
於
げ
る
地
震
保
険

第
四
十
一
巻

六
五

O

第
五
時
岨

五

は
、
ぞ
れ
に
賛
成
で
あ
っ
た
。

併
し
な
が
ら
、
翻
っ
て
考
へ
る
に
、
金
額
保
険
と
し
て
も
、
限
度
が
三
千
闘
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
今
日
、
荷
も

動
産
の
火
災
保
険
を
附
け
る
が
如
き
家
庭
で
は
、
事
責
上
に
於
て
、

一
部
保
険
と
な
る
も
の
も
少
か
ら
宇
あ
ろ
で

め
ら
う
。
従
っ
て
、
事
賞
上
に
於
て
は
、
地
震
保
険
が
杢
額
保
険
な
る
が
た
め
に
、
増
加
せ
ら
れ
る
道
徳
的
危
険

と
い
ふ
も
の
は
、
大
し
て
恐
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
で
あ
ら
う
。

L
:
-
L
ノ

司

、

ご
か
い
服

L
τ

E
こ
-
E
C
E
E
〉

H
3
5

四
球
出
窓
外
耳

σ一
伊
を
廟
叩
め
る
と
き
}
且
に
や
は

立H
F何

多
数
の
λ. 
4・
ヵz

ヲ
可

0:】

;車f
i付
進
国ー

を
火
災
よ
り
救
は
ん
が
た
め
に
、
金
を
閉
ぎ
退
路
を
断
た
れ
て
、
貴
重
な
る
人
命
を
失
ひ
た
る
か
を
想
起
し
て
、

一
部
保
険
の
下
に
於
て
家
財
に
未
練
を
残
さ
し
h
U
る
こ
と
の
、

甚
だ
悲
惨
な
る
結
果
を
来
す
慎
れ
あ
る
を
察
知

し
、
か
〈
の
如
き
を
避

t
る
こ
と
が
、
極
め
て
重
大
な
る
も
の
な
る
を
知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
三
千
固
を
限
度
と
す

る
程
度
の
保
除
な
ら
ば
、
む
し
ろ
全
額
保
険
を
許
し
て
、

一
朝
、
地
震
の
災
宮
に
面
し
た
る
と
き
、
気
安
〈
身
軽

〈
、
安
全
な
る
地
帯
に
避
難
す
る
こ
と
を
得
し
む
る
こ
と
が
、
針
震
政
策
と
し
て
必
要
で
あ
る
と
見
る
べ
き
も
の

と
思
ふ
。

七

商
工
省
案
に
於
け
る
園
倍
強
制
地
震
保
険
の
保
険
料
率
は
、
前
に
述
べ
た
る
が
如
く
、

一
ヶ
年
、
千
回
に
つ
い

て
凡
そ
二
十
銭
と
い
ふ
こ
ー
と
で
あ
る
。
吾
'q
は
、
地
震
保
険
と
し
て
、
そ
の
料
率
の
意
外
に
も
頗
る
安
き
を
驚
〈

位
で
あ
る
。



商
工
省
に
於
て
は
、
慶
長
元
年
(
西
暦
一
一
九
九
六
年
)
以
降
、
昭
和
九
年
に
至
る
三
百
三
十
九
年
間
の
地
震
を

調
査
し
、
濃
尾
、
聞
東
の
二
大
地
震
が
』
別
扱
ひ
と
し
て
、
こ
れ
に
加
重
し
、
そ
れ
ら
の
被
告
と
、
最
近
に
於
け
る

火
災
保
険
の
現
肢
に
封
し
、
慌
に
前
述
の
案
や
一
通
用
し
た
も
の
と
し
て
算
出
し
た
所
と
に
よ
り
、
保
険
契
約
に
劃

し
て
、
保
険
事
件
後
生
の
割
合
は
、
千
分
の

0
・
一
五
四
で
あ
る
と
算
定
し
、
そ
れ
に
政
府
に
於
け
る
事
務
費
と

火
災
保
険
業
者
に
劃
す
る
手
数
料
T

と
を
加
算
し
た
色
の
が
、
保
険
金
額
一
千
闘
に
つ
き
二
十
二
銭
と
見
た
の
で
あ

る
o

併
し
、
ぞ
れ
を
こ
の
保
険
の
宜
施
に
嘗
つ
て
は
、
二
十
銭
と
し
て
事
業
を
試
み
ゃ
う
と
い
ふ
の
で
あ
る
。

こ
の
商
工
省
の
保
険
料
率
の
汁
算
は
、
正
し
い
と
る
言
へ
な
い
と
同
時
に
正
し
く
な
い
と
も
言
へ
な
い
も
の
で

，I'J 
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め
る
が
、
そ
の
材
料
の

E
確
な
る
か
否
か
は
、
時
附
来
の
地
震
の
臨
時
生
に
徴
し
て
見
る
の
外
な
き
も
の
で
あ
る
か
ら

で
あ
る
。
ゆ
ゑ
に
、
こ
の
計
算
は
、
保
険
料
率
と
し
て
‘
正
確
な
る
も
の
で
あ
る
と
は
言
へ
な
い
に
し
て
も
、

懸
の
根
擦
と
見
倣
し
符
る
も
の
で
あ
る
。
地
震
保
険
を
管
刺
民
業
'
と
し
て
行
ふ
と
す
れ
ば
、
こ
の
計
算
を
基
礎
と

し
て
開
業
す
る
こ
と
は
、
頗
る
不
安
が
大
き
い
も
の
で
あ
る
が
、
強
制
園
傍
で
あ
る
が
ゆ
ゑ
に
、
こ
れ
で
開
業
し

得
る
の
で
あ
る
。

す
な
は
ち
、
強
制
の
下
に
於
て
、
こ
の
計
算
に
適
合
す
る
だ
け
の
保
険
件
数
は
、
と
色
か
く
も
直
ち
に
集
め
得

る
こ
と
が
保
謹
せ
ら
れ
て
居
る
と
共
に
、
岡
管
と
い
ふ
無
限
の
財
的
信
用
に
よ
っ
て
、
寓
一
、
地
震
が
早
期
に
来

る
と
も
、
或
程
度
ま
で
は
、
借
入
金
を
以
て
、
支
掛
保
険
金
の
不
足
を
楠
ふ
こ
と
が
出
来
る
か
ら
で
あ
る
。

我
が
踊
に
於
げ
る
地
震
保
険

第
四
十
一
巻

六
五

第
五
披

豆E



我
が
圃
に
於
げ
る
地
震
保
険

第
四
十
一
巻

六
五

第
五
披

E五

四

商
工
省
案
に
於
て
は
、
保
険
料
牧
入
は
特
別
命
日
計
に
於
て
、
こ
れ
を
積
立
て
、
地
浸
殺
生
の
揚
A
H
に
於
て
、
荷

立
金
を
以
て
、
保
険
金
の
支
捕
に
不
足
す
る
と
き
は
、

一
定
の
金
額
を
限
度
と
し
て
、
借
入
金
を
な
し
得
る
己
と

に
な
っ
て
居
る
。
こ
の

E
碩
の
借
入
金
が
可
能
で
あ
る
こ
と
が
、
岡
管
の
特
徴
で
あ
っ
て
、
保
険
事
件
後
生
卒
の

不
確
定
な
る
も
の
〉
保
険
を
成
立
す
る
こ
と
を
得
し
む
る
の
も
、
こ
の
鮪
に
於
て
で
あ
る
。

併
し
、
借
入
金
に
も
一
定
の
限
度
が
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
積
立
金
に
借
入
金
を
加
へ
で
も
、
h
吋
-
立
、

i
l
 保
険
金

の
本
一
説
明
文
跡
に
は
不
足
寸
る
こ
と
が
な
い
と
は
眠
ら
な
い
。

h
r
1
・
・
・
・
=
・

i
z
-
-
}
-
-
l
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t
F

在
ば
併
な
大
拡
容
を
若
手
起
す
町
川
次
大
地
活
力
視
生
し

た
場
合
に
備
へ
る
た
め
に
、

商
工
省
案
に
於
て
は
、
支
排
保
険
金
に
趨
営
な
る
削
減
少
}
行
ふ
こ
と
が
出
来
る
こ
と

に
な
っ
て
居
る
。

政
府
借
入
金
と
、
保
険
金
の
削
減
と
、
こ
の
岡
者
を
以
て
、
保
険
事
件
稜
生
率
の
不
確
定
を
楠
ふ
の
が
、
岡
管

強
制
の
下
に
於
て
、
こ
の
地
震
保
険
の
成
立
を
可
能
な
ら
し
む
る
の
で
あ
る
。

ロ
イ
グ
な
ど
で
我
が
閣
の
地
震
保
険
を
締
結
し
ゃ
う
と
思
へ
ば
、
そ
の
料
率
は
、
百
分
の
五
で
あ
る
と
い
ふ
。

す
な
は
ち
、
千
困
の
保
険
金
額
に
封
し
て
、
五
十
固
の
保
険
料
で
あ
る
。
こ
れ
に
比
ぶ
れ
ば
、
商
工
省
案
の
千
同

に
劃
す
る
二
十
銭
は
驚
〈
ぺ
〈
安
い
。
こ
の
勤
よ
り
見
て
、
こ
の
商
工
省
案
の
一
一
十
銭
は
、
不
営
な
保
険
料
で
あ

る
と
見
倣
さ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
併
し
、
そ
れ
は
何
等
の
根
擦
の
な
い
話
で
あ
る
。

ロ
イ
グ
の
五

μ
と
い
ふ
保
険
料
率
は
、
保
険
風
一
e

か
ら
言
へ
ば
、
謂
は
ゆ
る
恐
怖
料
率
で
め
っ
て
、
慣
習
上
の
最
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発
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L

高
料
率
で
あ
る
。
五
勿
が
地
震
保
険
に
於
け
る
合
理
的
料
率
と
い
ふ
諜
で
も
何
で
も
な
い
。
か
く
の
如
き
も
の
は

何
等
の
標
準
と
す
る
に
足
り
な
い
。
五
%
も
保
険
料
を
働
集
す
れ
ば
、
大
抵
の
危
険
に
劃
し
て
、
何
で
色
保
険
が

出
来
る
と
い
ふ
意
味
の
も
の
で
あ
る
。
か
¥
A

る
意
味
の
保
険
料
率
に
比
較
す
る
な
ら
ば
、

A
口
頭
的
料
率
は
必
や
常

に
甚
だ
し
く
安
い
の
は
、
極
り
切
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

然
ら
ぱ
、
千
固
に
掛
す
る
こ
十
銭
と
い
ふ
の
が
、
我
が
聞
に
於
て
、
地
震
保
険
の
保
険
料
と
し
て
合
理
的
の
も

の
で
あ
る
か
と
い
ふ
に
、
何
人
も
抽
出
り
と
答
へ
得
る
も
の
は
な
い
。
併
し
、
ぞ
れ
と
共
に
、
そ
れ
が
不
合
理
の
も

の
か
と
尋
ね
ら
れ
て
色
、
恐
ら
く
は
何
人
も
亦
、
然
り
と
確
答
し
得
る
も
の
は
な
い
で
あ
ら
う
o

地
震
保
険
の
料

市
中
と
い
ふ
ら
の
ほ
、

今
日
の
所
で
は
.
-
じ
白
k
h
ふ

ιヒ
若
司
〉
巴
も
〕
【
ピ
コ
、
3

p

h

フ、

yte本
7
取
に
R
j
r
h
v
u
'
3
d
d
r

，ど「
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保
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り
立
た
な
か
っ
に
の
で
あ
り
、
従
っ
て
、
こ
れ
を
強
制
閤
替
と
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
。

吾
冷
は
、
商
工
省
一
炉
、
と
も
か
く
も
二
十
銭
と
い
ふ
数
字
を
苦
心
の
畢
旬
、
算
出
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
暫
〈

そ
の
料
率
に
よ
っ
て
、
こ
の
保
険
堂
貿
行
し
て
そ
の
貰
績
を
見
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、
保
険
料
の
過
少
な
る

こ
k
が
将
来
.
議
見
せ
ら
る
〉
な
ら
ば
、
こ
れ
を
趨
嘗
に
引
上
げ
れ
ば
よ
い
諜
で
め
り
、
然
ら
守
し
て
、
積
立
金

が
集
積
す
る
こ
と
冶
な
る
な
ら
ば
、

い
づ
れ
の
と
き
に
か
生
や
る
大
地
震
に
備
へ
る
べ
き
で
あ
り
、
或
は
、
そ
の

他
の
天
災
地
盤
に
謝
す
る
防
備
施
設
に
流
用
し
て
も
よ
い
諜
で
J

の
る
。

J¥ 

商
工
省
案
の
地
震
保
険
に
於
て
は
、
火
災
保
険
契
約
に
強
制
附
帯
サ
し
む
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
地
震
保
険

我
が
聞
に
於
げ
る
地
震
保
険

第
四
十
一
巻

六
五

第
五
時
制

玄

互王



我
が
圃
に
於
げ
る
地
震
保
除

第
四
十
一
巻

大
五
凶

第
五
一
新

五
六

に
於
け
る
政
府
の
責
任
の
始
期
及
び
終
期
は
、
火
災
保
険
契
約
に
於
げ
る
保
険
者
の
責
任
の
始
期
及
び
終
期
と
同

一E
と
し
て
居
る
。
そ
し
て
、
原
火
災
保
険
契
約
が
消
滅
し
た
と
事
は
、
そ
れ
と
共
に
、
こ
れ
に
附
帯
す
る
所
の
地

震
保
険
は
消
滅
す
る
の
で
あ
る
o

h
y

〈
の
如
〈
、
こ
の
地
震
保
険
は
、
火
災
保
険
契
約
に
全
部
的
に
附
帯
す
る
の
で
あ
り
、
且
っ
そ
の
附
帯
は
強

制
せ
ら
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
ご
の
地
震
保
険
に
闘
す
る
事
唄
は
、

町
閃
ミ
'
二
L

d
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、

働
相
」
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と
f
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、
地
震
保
険
法
及
び
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券
を
緩
行
す
る
の
必
要
は
な
い
。
原
保
険
た
る
火
災
保
険
の
誼
券
に
於
て
、
保
険
契
約
者
‘
保
険
の
目
的
、
そ
の

種
類
、
そ
の
所
在
、
そ
の
用
途
、
契
約
の
始
期
終
期
、
保
除
債
額
、
保
険
令
額
等
、
総
て
の
要
項
は
全
部
詳
細
に

記
載
さ
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
ぞ
れ
ら
を
更
に
、
別
に
地
震
保
険
置
雰
な
る
も
の
を
作
成
し
て
、
再
び

記
載
す
る
の
必
要
は
な
い
。

ぞ
れ
ゆ
ゑ
に
、
私
案
に
よ
れ
ば
、

地
震
保
険
誼
雰
の
作
成
後
行
に
代
へ
て
、

《
地
震
保
険
切
手
》
な
る
も
の
を

接
行
し
て
、
こ
れ
を
原
火
災
保
険
誼
券
若
し
く
は
、
そ
の
一
能
頑
保
険
料
館
牧
置
の
如
き
も
の
に
貼
用
せ
し
む
れ
ば

ょ
い
と
思
ふ
。
す
な
は
ち
、
二
十
銭
、
十
銭
、
五
銭
、
二
銭
、

一
銭
の
五
種
の
地
震
保
険
切
手
や
暴
行
し
、
火
災

保
険
業
者
が
三
千
固
ま
た
は
三
千
国
以
上
の
火
災
保
険
契
約
を
締
結
し
た
る
場
合
に
は
、
二
十
銭
切
手
を
三
枚
貼

用
す
る
の
で
あ
hJ、
一
千
八
百
聞
の
火
災
保
険
契
約
の
揚
合
に
は
十
銭
、
五
銭
、

一
銭
の
三
枚
を
貼
用
す
れ
ば
よ

い
こ
と
〉
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
切
手
の
貼
用
と
、
ぞ
れ
に
封
す
る
火
災
保
険
業
者
の
捺
印
と
を
以
て
、
火
災
保
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険
に
附
帯
す
る
地
震
保
険
は
致
用
を
義
生
す
る
こ
と
う
す
る
の
で
あ
る
。

地
震
保
険
切
手
a
l
l
-
或
は
地
震
保
険
印
紙
と
い
，
つ
で
も
よ
い
ー
ー
を
以
て
、
地
混
保
険
誼
券
に
代
ふ
る
と
き
は
、

膏
に
誼
券
批
慣
行
の
手
舗
を
省
略
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
高
般
の
取
扱
ひ
手
績
が
更
に
簡
単
と
な
る
の
み
な
ら
や
、

保
険
料
収
入
は
、
切
手
の
緩
行
合
以
て
計
算
せ
ら
る
〉
こ
と
、
な
っ
て
、
政
府
と
火
災
保
険
業
者
と
の
聞
の
計
算
を

筒
輩
、
明
瞭
、
確
貨
な
ら
し
h
u
こ
と
を
得
る
で
あ
ら
う
。
私
は
、
切
に
こ
の
案
ぞ
推
薦
せ

F
る
を
得
な
い
。

九

地
堤
が
殺
生
し
家
庭
が
火
災
に
回
り
て
焼
失
し
た
る
場
合
に
は
、
ぞ
の
原
悶
が
地
震
仁
因
る
火
災
に
あ
る
か
、

地
波
叫
ん
悶
ら
Y
る
火
災
に

J

め
る
か
切
り
七
の
判
別
の
容
易
な
ら
ゲ
る
こ
と
も
あ
る
で
め
ら
う
。

ミ

l
E
2
F
-
i
l

匁
毛
布
都
合
ド

ω
却

震
保
険
と
し
て
、
政
府
に
保
険
金
支
捕
の
責
任
が
あ
る
か
、
火
災
保
険
と
し
て
、
火
災
保
険
業
者
に
そ
の
責
任
が

あ
る
か
が
不
明
で
あ
る
。
然
る
場
A
n
に
於
て
、
保
険
金
の
支
械
が
、
地
震
保
険
に
於
て
も
火
災
保
険
に
於
て
色
、

原
岡
が
剣
明
し
、
責
任
が
確
定
す
る
ま
で
差
控
へ
ら
れ
七
ま
、
と
な
っ
て
居
つ
て
は
、
権
災
者
は
甚
だ
困
惑
す
る

保
険
に
加
入
し
て
居
っ
た
殻
呆
が
殆

E
な
く
な
る
課
で
あ
る
。
こ
の
駄
を
考
慮
し
て
、

こ
ム
」
〉
な
り
、

切
角
、

商
工
省
案
に
於
て
は
、

か
〉
る
場
合
、
保
険
契
約
者
ま
た
は
被
保
険
者
の
申
出
に
よ
ち
必
要
め
b
と
認
h
u

る
と
き

は
、
政
府
は
地
震
保
険
金
に
相
営
す
る
金
額
の
偲
捕
を
な
す
こ
と
が
出
来
る
こ
と
に
し
て
居
3
0

ぞ
の
他
.
地
震
保
険
と
火
災
保
険
と
の
責
任
の
踊
属
が
不
分
明
な
る
場
合
に
起
る
所
の
事
唄
の
慮
理
に
つ
い
て

は
、
若
干
の
規
定
炉
設
け
ら
れ
る
筈
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
、

い
づ
れ
も
、
事
務
的
技
術
に
属
す
る
事
柄
で
あ
る

授
が
闘
に
於
ば
る
地
震
保
険

第
凶
十
一
巻

五
七

六
五
五

第
五
波

1時

町
巧 i



我
が
闘
に
於
付
る
地
震
保
険

第
叫
十
一
巻

大
五
六

第
五
時
抗

i 
ノ、

か
ら
、
そ
の
読
明
は
こ
冶
に
省
略
す
る
。

O 

商
工
省
保
険
部
に
於
て
考
案
せ
ら
れ
た
る
地
震
保
険

ω概
要
は
、
右
に
連
ぷ
る
が
如
〈
で
あ
る
。
保
険
金
額
を

三
千
固
に
限
定
す
る
こ
と
は
、
比
一
プ
か
小
額
に
過
ぎ
る
嫌
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
保
険
料
の
算
定
が
未
だ
令
理
的
正
確

と
認
め
ら
れ
玄
る
聞
は
"
営
分
、
試
験
的
制
度
と
し
て
、
こ
の
程
度
に
於
て
満
足
す
る
の
外
は
な
い
で
あ
ら
う
む

主
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、
二
米
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と
は
、
不
公
平
な
る
の
嫌
が
な
い
で
は
な
い
。
殊
に
、
地
震
に
よ
る
火
災
類
焼
の
危
険
の
大
な
る
大
都
合
主
、
田

合
の
家
屋
の
馳
在
せ
る
地
域
と
を
同
一
に
取
扱
ぴ
、
ま
た
、
耐
震
構
造
を
強
制
せ
る
市
街
地
建
築
物
法
の
寅
施
せ

ら
れ
た
る
大
都
舎
と
、
然
ら
ゴ
る
都
合
同
と
を
同
一
率
に
取
扱
ふ
の
も
公
平
で
な
い
と
言
は
ね
ば
な
る
ま
い
。

併
し
な
が
ら
、
翻
っ
て
考
ふ
れ
ば
地
震
の
如
き
は
、
局
部
的
、
地
方
的
に
後
生
し
て
も
、
そ
の
災
申
告
は
、
地
方

的
災
害
と
考
へ
る
よ
り
も
、

h
u
し
ろ
岡
民
的
災
害
と
見
倣
す
べ
き
も
の
で
、
四
海
同
胞
の
精
神
に
よ
り
、
災
害
を

分
措
す
る
の
心
を
以
て
、
こ
れ
に
臨
h
u

べ
き
も
の
で
は
な
い
で
あ
ら
う
か
?

そ
の
意
味
よ
り
言
へ
ば
、
均
一
の

保
険
料
は
、
公
平
不
公
平
の
問
題
以
上
の
色
の
と
し
て
、
承
認
す
べ
き
で
あ
ら
う
。
殊
に
、
千
固
に
つ
い
て
二
十

銭
と
い
ふ
位
の
金
額
で
あ
り
、
最
高
限
度
に
於
て
も
六
十
銭
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
火
災
保
険
に
於
げ
る
最
低
料

卒

一
等
地
千
固
に
つ
き
二
国
七
十
銭
程
度
に
比
ぷ
る
な
ら
ば
、
地
震
保
険
料
に
差
等
を
設
け
て
も
、
賓
際
上
は

大
し
た
意
義
を
も
た
な
い
で
あ
ら
う
。



最
後
に
考
慮
す
べ
き
こ
と
は
、
こ
の
商
工
省
案
に
於
け
る
地
震
保
険
に
於
て
、
政
府
と
加
入
者
主
の
闘
係
は
、

《
保
険
契
約
}
で
あ
る
か

E
う
か
と
い
ふ
こ
'
主
で
あ
る
。

も
し
、

こ
の
保
険
に
於
け
る
《
強
制
》
が
、
会
〈
加
入

者
の
意
思
を
・
容
れ
や
、
政
府
の
一
方
的
決
定
に
よ
っ
て
加
入
が
決
定
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
こ
に
政

府
と
加
入
者
と
の
聞
に
何
等
の
意
思
の
合
致
と
い
ふ
ち
の
を
必
要
と
し
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
、
私
法
上

の
法
律
行
活
た
る
契
約
で
は
な
い
。
そ
の
加
入
は
統
治
権
の
作
用
と
し
て
行
は
る
〉
所
で
あ
っ
て
、
従
っ
て
、
政

府
と
・
加
入
者
と
の
聞
係
は
公
法
聞
係
で
あ
る
。
そ
れ
は
商
法
の
保
険
契
約
と
は
性
質
の
遠
勺
た
・
も
の
で
あ
る
。

J

崎
、

)
E
a
:
l

、

そ
ー
し
て
こ

σ九
円
牌
仰
に
掠
り
る

;
E
1
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向
強
制
匂

の
畑
何
な
る
意
味
の
も
の
勺
あ
る
か
は
、

百"、-】、
m

-
T正

a
J
l
u
t

火
災
保
険
契
約
ぞ

締
結
し
な
が
ら
、
地
震
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
も
肯
じ
な
い
所
の
も
の
、
及
び
過
失
に
よ
っ
て
ぞ
の
加
入
を
怠
つ

た
も
の
に
劃
す
る
取
扱
ひ
炉
、
如
何
な
る
色
の
で
あ
る
か
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
反
面
的
に
明
に
さ
れ
る
諜
で

あ
る
。
こ
の
勅
に
闘
す
る
商
工
省
案
を
窺
ふ
に
、
地
震
保
険
料
を
納
付
し
な
い
と
き
は
.
そ
の
火
災
保
険
契
約
を

無
効
と
す
る
も
の
〉
刻
〈
で
め
る
。
呆
し
て
然
り
と
す
れ
ば
、
地
震
保
険
の
《
強
制
}
は
、
杢
〈
公
法
的
強
制
で

あ
っ
て
、
全
然
、
加
λ
者
と
の
合
意
を
必
要
と
せ
や
し
て
、
保
険
閥
係
を
成
立
せ
し
む
る
-
も
の
で
あ
る
。
し
て
見

れ
ば
、
こ
の
地
震
保
険
に
於
け
る
政
府
と
加
入
者
と
の
闘
係
は
、
私
法
上
の
契
約
で
は
な
く
、
縦
ひ
こ
の
地
震
保

険
闘
係
を
{
地
震
保
険
契
約
》
'
と
帯
す
る
に
し
て
も
、
そ
れ
は
謂
は
ゆ
る
公
法
上
の
契
約
と
認
め
る
の
外
な
く
、

商
法
上
の
保
険
契
約
k
は
、
全
然
、
性
質
を
異
に
す
る
色
の
で
あ
る
と
言
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

我
が
圃
に
於
げ
る
地
震
保
隙
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亡う

地
震
保
険
が
附
祢
せ

L
め
ム
一
る
町
、
所
小
火
災
保
険
契
約
は
、
明
か
に
一
的
訟
上
の
一
保
険
契
約
で
あ
り
、
私
法
上
の

契
約
で
あ
る
o

そ
れ
に
附
帯
す
る
所
の
地
震
保
険
は
、
商
法
上
の
保
険
契
約
で
な
い
所
の
前
は
Y

公
法
上
の
契
約

で
め
る
o

そ
し
て
、
ど
も
ら
も
、
言
葉
の
上
で
は
、
保
険
契
約
と
言
は
れ
る
。
か
く
の
如
き
は
、
法
律
皐
の
上
で

は
、
単
に
、
事
態
が
錯
綜
せ
る
だ
け
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
理
論
的
に
差
支
な
い
に
し
て
も
、
法
律
の
こ
と
に
つ
い

て
素
人
で
あ
る
一
般
世
人
に
は
接

rし
〈
誤
解
を
起
3
し
む
る
農
が
な
い
と
は
一
一
一
日
へ
な
い
。
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保
険
契
約
}
な
る
言
葉
を
用
ゐ
る
こ
と
を
遊
〈
る
が
よ
い
と
忠
ふ
。
ぞ
れ
が
に
め
に
怠
は
《
地
震
保
険
闘
係
》
な

一
切
こ
れ
を
、
地
震
保
険
法
及

る
言
葉
少
-
用
ゐ
ん
こ
と
を
薦
め
、
且
つ
、
こ
の

《
地
震
保
険
闘
係
}
の
内
容
は
、

び
そ
の
施
行
細
則
に
於
て
規
定
し
|
|
加
入
者
の
令
意
を
必
要
と
せ
争
、
強
制
で
あ
る
か
ら
、
細
大
と
な
〈
総
て

ご
れ
ら
の
法
令
に
於
て
規
定
す
お
こ
と
が
可
能
で
あ
る
|
|
保
険
誼
券
を
用
ゐ
や
し
て
、
前
誌
の
如
く
、
火
災
保

除
聾
券
に
劃
す
る
《
地
震
保
険
切
手
》

の
貼
用
を
以
て
、
こ
れ
を
行
ひ
、
と
の
切
手
の
貼
用
な
き
火
災
保
険
誼

券
は
、
そ
の
火
災
保
険
契
約
を
、
無
数
と
す
る
こ
と
に
す
れ
ば
よ
い
と
思
ふ
も
の
で
あ
る
。

併
し
、
こ
れ
ら
は
、
地
震
保
険
の
法
律
技
術
仁
闘
す
る
事
柄
で
あ
っ
て
、
ぞ
の
本
腫
た
る
地
震
保
険
の
構
造
そ

の
も
の
に
つ
い
て
は
、
私
は
、
大
韓
に
於
て
、
商
工
省
案
に
賛
同
す
る
と
共
に
、
そ
の
貸
施
の
速
か
な
ら
ん
こ
と

を
、
我
が
民
衆
の
た
め
に
切
望
す
る
も
の
で
あ
る
。

|
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